
.何

金
部
古
駁
志
巷
十

野
時
正
宕
祉
に
安
世
せ
し
を
‘
総
長
六
年
陀
愛
定
枇
別
賞
明
王
院
.
卯

反
山
へ
勝
地
の
時
、
愛
白
血
の
枇
仙
聞
と
共
K
卯
反
山
へ
移
し
た
り
と
の

よ
し
え
な
り
。
さ
て
そ
の
後
明
王
院
の
二
代
一
府
民
と
い
へ
る
借
・
退
院

の
後
隠
居
腕
陀
彼
の
観
音
を
本
総
と
友
し
.
観
音
院
と
鋭
す
。
え
よ

り
愛
由
市
山
と
観
音
山
と
て
雨
山
陀
成
り
た
り
。
往
古
は
愛
出
品
一

山
な

り
と
.
=
一
蕊
紀
に
い
へ
り
。
叉
震
宕
の
別
訪
所
を
ば
金
滞
山
愛
定
寺

明
王
院
と
放
せ
し
も
、
此
の
沼
地
な
る
小
立
野
本
多
氏
の
醤
邸
地

は
、
今
金
調
伸
一
脚
枇
の
境
内
た
る
金
洗
部
の
溢
り
に
て
、
金
擦
の
地
名

は
金
洗
揮
の
地
よ
り
起
り
、
此
の
地
越
を
い
陀
し
へ
金
津
庄
と
も
呼

ぴ
た
り
と
い
へ
れ
ば
、
愛
宕
寺
明
王
院
の
山
鋭
を
も
金
津
山
と
鋭
せ

し
と
附
ゆ。

O
太
閤
但
馬
守
布
曲
第

怒
川
刊
に
、
太
閤
但
馬
守
が
奮
第
は
腕
坂
の
上
本
多
氏
の
邸
地
是
走
り

と
。
本
多
氏
の
侮
設
K
も
、
医
長
十
六
年
吾
が
藩
へ
再
勘
の
後
、太
悶

但
馬
守
の
都
第
を
賜
は
れ
る
よ
し
体
承
す
と
い
へ
り
。
然
れ
ば
図
事

昌
敏
問
答
K
.
本
多
安
易
守
屋
敷
は
向
山
南
坊
屋
敷
た
り
と
峨
せ
た

る
は
訣
な
り
。
南
坊
が
慾
第
は
庇
坂
下
盤
屋
橋
の
謹
也
と
い
へ
り
。

O
太
同
但
馬
守
長
知
惇
話

候
。
京
間
活
殊
之
外
御
懇
怠
に
て
.
抽
出
井
縄
手
合
政
之
亦
な
ど
御
的

被
ν
成
.
御
馳
走
大
形
左
ら
宇
。
御
馬
御
腰
物
等
被
ν
下
候
。
此
段
術
館

公
御
開
.
如
何
御
思
召
候
哉
。
此
以
後
横
山
大
路
山
崎
閑
衡
問
人
陀

被
ν
命
殺
容
被
ν
成
候
。
但
馬
判
形
之
紙
商
二
辺
、
今
以
江
州
今
津
誕
凶

郎
出
品
に
有
v
之
.
抜
群
見
事
成
俊
力
闘
を
驚
し
候
。
と
い
へ
り
。
校
中
'

る
に
、
但
馬
守
殺
容
の
主
窓
停
役
極
々
あ
り
て
.
異
論
粉
々
た
り
と

い
へ
ど
も
.
村
井
長
明
が
欽
賢
紀
時

κ、
太
悶
但
馬
守
大
E
持
御
陣

よ
り
三
年
の
間

利
長
級
御
前
向
樹
、
中

々
か
た
を
並
る
も
の
も
な

く
、
大
正
持
披
御
あ
づ
け
一
一
向
五
千
石
、
相
叫
叉
披
料
と
御
意
候
て
五

千
石
、
合
二
高
石
被
v
下、

三
年
目
の
五
月
十
七
日
K
金
潔
携
に
て
桜

山
大
勝
に
被
=
仰
付
-
御
成
敗
、
色
々
さ
ま
ん
¥
之
儀
後
忙
問
え
巾
候。

第
一
は
御
乎
か
け
衆
沿
い
ま
を
は
じ
め
・
中
使
彼
是
五
人
め
を
ぬ
か

せ
ら
れ
、
御
家
中
人
持
家
4
E

人
許
陀
御
み
せ
候
。
共
時
篠
原
出
初
へ

ん
じ
門
を
は
入
由
。時
分
、
策
分
を
後
ま
で
ほ
め
候
。
と
紋
せ
た
り
。

是
殺
害
を
命
ぜ
ら
れ
し
趣
意
ι
な
る
べ
け
れ
ど
.
態
と
内
貨
の
事
は
記

紋
せ
ざ
り
し
に
や
。
故
陀
モ
の
主
誌
は
判
然
せ
ざ
れ
ど
.
=
一
笠
記
陀
、

太
田
但
馬
は
皮
々
の
党
の
者
に
て
、
御
前
併
も
ん
且
し
か
り
け
り
。
折

節
但
馬
居
屋
敷
の
露
地
の
内
に
て
狐
の
子
を
狩
出
し
と
ら
で
色
々

金
滞
寸
山
政
志
巻
十

四

初
め
罫
勝
決
と
郁
し
.
官
名
長
知
.
横
山
山
城
守
と
同
名
た
り
。
父

を
太
回
開
閉
左
術
門
と
一再
ひ
、
芳
務
院
君
の
外
師
引
に
て
.
利
長
卿
と
は

従
弟
左
り
と、

三
州
志
に
い
へ
り
。
阿
見
殺
叫
叫
に
は
.
但
馬
は
土
方

助
兵
衛
の
弟
、武
闘
志
内
と
い
ふ
も
土
方
弟
.但
馬
兄
た
り
。
宮
内
は

但
馬
の
慌
に
付
て
牢
人
し
、
池
閉
宮
内
少
輔
股
へ
山
、
三
千
石
倒
し
、

名
を
か
へ
土
方
備
中
守
と
一
苫
。
共
後
佐
々
勘
兵
衛
と
云
傍
銃
‘
備
中

守
の
噂
を
い
ひ
し
を
仰
へ
問
.
或
時
城
の
門
に
て
行
合
‘
勘
兵
衛
を

討
果
し
切
腹
す
と
見
h
.
武
家
盛
衰
紀
陀
も
、
但
馬
は
土
方
維
久
の

弟
と
云
ふ
と
あ
り
。
按
宇
'
る
陀
、
但
馬
司
長
知
は
利
一長
卿
の
長
臣
叙

伺
肘
四
人
の
一
人
な
り
。
求
恋
紀
談
陀
、
利
長
卿
御
家
老
諸
大
夫
前
倒

針
馬
守
背
山
佐
渡
昨
寸
片
山
伊
賀
守
太
問
但
馬
守
、
此
の
凶
人
路

大
夫
陀
被
“仰
付
戸山
横
山
山
城
中
。
と
見
h
、
村
内
長
明
の
白
紙
本
隊

響
仇
叫
に
、
肥
前
桜
虫
干
相
陀
被
‘
骨
伊
成
時
・
太
岡
兵
郎
但
馬
守
に
、
片
山

内
館
伊
賀
守
に
罷
成
。
と
あ
り
o
今
世
上
陀
流
布
す
る
夜
話
帆
却
に、

此
の
事
抽
出
れ
た
る
に
依
っ
て
、
三
笠
紀
等
陀
も
紀
戦
せ
宇
。
放
に

州
志
等
陀
も
.
叙
同
肘
の
人
と
せ
ざ
り
し
と
附
ゆ
。
さ
て
可
観
小
拾
に

云
ム
。
太
川
但
馬
山
間
ャ
原
以
後
江
戸
へ
の
御
使
相
勤
。
土
方
助
兵
衛

は
但
馬
の
酬
は
兄
な
り
。
勘
兵
街
江
戸
陀
相
訪
居
候
故
‘
穿
以
被
ν
池

な
ぷ
り
さ
け
ば
せ
け
れ
ば
、
親
狐
と
訟
ぽ

L
く
て
.
塀
の
上
陀
あ
が

り
身
を
も
だ
え
て
さ
け
ぴ
け
り
。
但
馬
狛
而
白
〈
訟
も
ひ
て
、
協
議

を
抜
吉
ひ
た
な
ぷ
り
陀
し
て
、
絡
に
な
ぶ
り
殺
し
拾
け
れ
ば
、
親
狐

n
Z
を
恨
K
や
思
ひ
け
ん
、
い
づ
く
と
も
友
〈
失
け
る
が
、
夜
々
来
て

さ
け
び
け
り
。
或
時
御
披
内
御
能
の
刻
、
奥
方
の
女
中
の
内
陀
、
但

馬
主
見
そ
め
て
、
儲
々
器
訟
の
能
き
大
名
哉
と
事
の
外
血
管
注
し
、
能

よ
り
は
但
馬
民
自
主
付
け
ま
も
り
け
る
を
.
山川
一
周
の
女
中
方
赴
を
見

て
‘
世相

L
H

仰
耳
へ
入
車
中
る
。
日
制
陀
女
は
つ
れ
な
き
心
中
殺
。
彼
但
腐

を
春
た
る
女
房
御
前
う
と
く
成
、
心
陀
懸
り
有
け
る
底
、
太
悶
但
馬

殴
方
女
中
の
局
の
繰
越
り
を
、
忍
び
て
塀
を
越
出
け
る
を
・
利
長
卿

一
雨
皮
も
御
覧
有
し
と
か
や
。
利
長
卿
謡
音
次
第
と
思
召
.
山
崎
閑

mm

・o-働
必

臨
酬
と
横
山
大
胞
に
仰
付
ら
れ
・
但
馬
主
討
取
可
ν巾
叩
国

H
・
日
限
E
M制
め

支
度
を
い
た
し、
登
披
し
て
但
馬
登
城
を
待
居
た
り
α
閑
衡
は
時
取
失

念
せ
し
に
や
迎
参
に
及
ぶ
内
、
但
馬
登
城
し
.
御
式
援
を
遇
、
廊
下
よ

り
御
成
問

へ
出
る
所

E
・
横
山
大
股
上
意
な
り
と
て
打
け
れ
ば
、
宇

袈
裟
に
切
ら
れ
な
が
ら
心
得
た
り
と
抜
合
け
る
。
勝
尾
牛
左
衛
門
有

ム
口
て
助
太
刀
し
て
・
桜
山
打
留
た
り
。
利
長
卿
御
感
有
て
、
但
馬
死

骸
を
ぽ
本
丸
と
二
，丸
と
の
問
な
る
極
集
橋
の
爪
K
也
せ
ら
れ
・
主

五




